
【鯖江市】 

１人１台端末の利活用に係る計画 

 

１．１人１台端末を始めとするＩＣＴ環境によって実現を目指す学びの姿 

学習指導要領及び中央教育審議会答申「「令和の日本型教育」の構築を目指して～全て

の子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～」では、ＩＣ

Ｔの活用と少人数によるきめ細やかな指導体制の整備による「個別最適な学び」と「協働

的な学び」を一体的に充実し、子どもたちの資質・能力を育成することが求められてい

る。 

本市においては、鯖江市学校教育基本方針として「生きる力（確かな学力・豊かな心・

たくましい体）を育む学校教育の推進」を掲げる中で、１人１台端末を含むＩＣＴ環境の

整備やＡＩドリル・協働学習支援アプリ等のＩＣＴを活用した学習活動を通して、個別最

適な学びと協働的な学びの実現を目指す。 

 

２．ＧＩＧＡ第１期の総括 

１人１台端末の整備については、令和２年度に６，６００台を整備し、児童生徒および

教職員全員への整備を実現した。ネットワークの整備については、令和２年度に市内全小

中学校で実施し、ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた校内通信ネットワークを整備し

た。 

さらに、臨時休校等の学びの保障として、１人１台端末の家庭への持ち帰りを可能と

し、家庭に通信環境がない場合にはモバイルＷｉ－Ｆｉルータも整備し、誰一人取り残さ

ない環境を実現した。 

学校での学習活動においては、端末を使って児童生徒が自分の考えをまとめ、クラスメ

ートとリアルタイムで考えを共有する協働学習支援アプリや児童生徒一人ひとりの理解度

にあわせて問題を出すＡＩドリルを利用するなど、多種多様なデジタルコンテンツを活用

し、個別最適な学びと協働的な学びを一体的に推進してきた。 

 

３．１人１台端末の利活用方策 

ＧＩＧＡ第２期においても、引き続き児童・生徒に１人１台端末の環境を確保するとと

もに、より一層の利活用を推進していく。 

（１）「１人１台端末の積極的活用」 

ＡＩドリル、協働学習支援アプリ、学習者用デジタル教科書等を活用することで、校内

及び家庭学習で課題に取り組む場面を増やし、学習支援を推進する。教員のＩＣＴ活用指

導力向上のため、個々のスキル度合いに応じて、授業等での効果的な活用方法を学ぶこと

ができる、教員向けＩＣＴ研修会を実施する。またＩＣＴ機器へ造詣が深く、教材の知識

も有するＩＣＴ支援員を配置し、ＩＣＴ活用の各種支援を行う。 



（２）「個別最適・協働的な学びの充実」 

令和４年度に導入したＡＩドリルの活用をさらに進め、教育データを活用することで、

理解度や学習進度に合わせた個別最適な学びを進める。また、協働学習支援アプリを効果

的に活用することで、「調べる」「考えをまとめる」「発表する」など授業場面に応じた

端末の活用を進め、協働的な学びの充実を図る。 

（３）「学びの保障」 

誰一人取り残さない学びの実現に向けて、日常の授業で端末を効果的に活用することは

もちろんのこと、不登校や特別支援、日本語指導など、様々な困難を抱える児童生徒に対

する支援として、多様な場面で端末を活用する。 


